
避難実施要領の作成の前提となる現状把握シート

避難支援

自治体名〔 〕

消防・警察

機関名

〔 〕
例：バス協会など

〈避難・誘導関係〉

避難支援等関係者
〈避難支援関係〉

①自宅

②集合場所・避難所

施設名〔 〕

③避難所等

施設名〔 〕

★避難実施要領の作成に際して、富士山噴火時等の防災（避難）対応が、どこに書いてあるのかを確認する。
手順１．図中〔 〕に該当する資料名、記載ページ等を書き込む。
手順２．記載内容を5W1Hの観点で確認し、不明な箇所を所管課、関係機関間での協議課題する。

住民 ＿＿避難行動
要支援者

〈交通・規制関係〉

避難

広域避難

受け入れ先自治体名

〔 〕

〈依頼事項：避難車両確保・避難支援〉

山梨県

〈依頼事項：受け入れ要請〉

①避難対象地域の設定

・避難対象者〔 〕

・避難先 〔 〕

②避難所

・避難所の開設・運営担当課

〔 〕

③避難方法

・避難手段 〔 〕

・避難経路 〔 〕

・伝達手段 〔 〕

・避難用車両の確保（依頼先）

関係機関 〔 〕

広域避難路・接続道路
〔 〕

職員配置

〔 〕

交通

移送

収容

避難対象地域・対象者の行動 避難支援者側の体制 噴火警戒レベル〔 〕

誘導

支援内容〔 〕

実施内容〔 〕

実施内容〔 〕

実施内容〔＿＿＿＿＿〕

避難実施要領の作成で留意すべき5W1H
What（何：伝達事項等）
When（いつ：どのタイミングで）
Why（なぜ：行動・避難の目的）
Where（どこへ：避難先等）
Who（誰が：実施主体）
How（どのように：手段）

自主防災組織

現状把握シートに内容記載後、避難実施要領の作成の前提となる課題整理を実施

市町村名：

資料ー７
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